























































































































































































　また荒井（2006，26）は，既存の信頼の定義に批判を加えた上で，「個人 A が個人 B を
信頼することは，B の表明したことや（表明しない場合は）社会的に倫理的と考えられる
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Press.
（付記）
　本稿は，2017 年 3 月 27 日に開催された第 16 回慶應義塾大学商学会特別研究報告会に
おける研究報告（論題：「わが国の企業会計制度と日本的経営の変容――信頼の問題を中
心として――」）の内容の一部に加筆，修正したものである。
 （2018.9.20 受稿，2018.10.23 受理）
―68―
千葉商大論叢　第 56 巻　第 2号（2018 年 11 月）
〔抄　録〕
　本稿は，わが国の企業会計制度と日本的経営の相互の影響を明らかにすることを目的と
した研究の序論として，会計ビッグバン以前における戦後のわが国の企業会計制度と日本
的経営の関係を論じている。考察にあたっては，近代的な企業会計制度の成立過程におい
て信頼の問題が背景にあったことを踏まえ，信頼の問題に焦点をあて，ルーマン（1990），
山岸（1998）の信頼論を手掛かりとした。
　考察の結果，二つの試論が導かれた。一つは，わが国の企業会計制度がトライアングル
体制をとることで，幅広い利害関係者からの，株式会社制度に対する信頼形成に寄与した
結果，日本的経営において，利害関係者との長期安定的な関係を築くことが可能となった
とするものである。もう一つは，日本的経営が，利害関係者との長期安定的な関係を基盤
として，メインバンク制度や株式持合いの慣行を築いたことで，投資家への情報提供に基
づく信頼形成の必要性を減らした結果，わが国の企業会計制度において，トライアングル
体制の継続が可能となったとするものである。
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